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                 神谷輝幸  

食糧危機がやってくる 

私 た ち は 、飽 食 の 時 代 と い わ れ る よ う に 、食 べ る も の に 不 自 由 な く 暮 ら し て い ま す 。
戦 中 生 ま れ の 私 に は 、 夢 の よ う な 時 代 で す 。 あ の 頃 は 、 腹 が ふ く れ れ ば 満 足 で し た 。
名 古 屋 か ら 私 た ち の 田 舎 へ リ ュ ッ ク を 背 負 っ た 人 が 農 家 を 訪 ね て 米 や サ ツ マ イ モ を 買
っ て い き ま し た 。 都 会 で は 食 べ る も の が 手 に 入 ら な い 時 代 だ っ た の で す 。  

今 、 そ ん な 時 代 が や っ て こ よ う と し て い ま す 。 中 東 の パ リ と い わ れ 贅 沢 な 暮 ら し を
謳 歌 し て い た レ バ ノ ン ・ ベ イ ル ー ト で 食 料 が 手 に 入 ら な い 事 態 が や っ て き て い る の で
す 。 レ バ ノ ン で は 食 料 自 給 率 が ４ ０ ％ 、 輸 入 に 頼 っ て い ま し た 。 2 年 前 か ら 国 家 財 政
が 悪 化 し 、 イ ン フ レ が 進 み 、 国 ⺠ は 食 料 を 手 に 入 れ る こ と が で き な い の で す 。  
日 本 も 食 料 自 給 率 は ３ ８ ％ 。国 の 借 金 も 1000兆 円 を 超 え ま し た 。現 在 何 不 自 由 の な い
暮 ら し に 見 え ま す が 、 大 き な 問 題 を 抱 え て い ま す 。 食 料 を め ぐ る 仕 組 み を 今 変 え な い
と 、世 界 中 が 食 糧 危 機 を 迎 え る と い わ れ て い ま す 。そ の 起 源 は 2030年 。大 き な 仕 組 み
を 変 え る に は 時 間 が 足 り ま せ ん 。2050年には世界の人口は100億に達します。 

100億人が飢餓に陥らないようにするため、次の3つの点から食料システムを変えよう

としています。 

①食品ロスをなくする。 

②食事を肉食から植物性の食べものにシフトする。 
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③生産方法を変える。 

皆さんならどのように変えるとよいと考えますか？ 

不耕起栽培を森から学んだガーナ 

 アメリカ、オーストラリアなどで行われている大型農業は、やがて行き詰ります。

ガーナでは小規模農業のみちを歩んでいます。さらに、化学肥料や農薬を使わない不

耕起自然栽培を行い、国土を守り、豊かな実りを得ています。この農法は森から学ん

だといいます。本物の自然の森は人間が余分な手を入れなくとも生態系豊かで生物多

様性に満ちています。これこそ持続可能な農業の在り方です。 

 森を再生する会が、宮脇昭先生の理論による、潜在自然植生を重視した「ふるさと

の木による、ふるさとの森づくり」をしていることの重要性が遠いアフリカの国で再

認識されてきた思いです。 

  

 
 

 
 

衆 議 院 議 員  大 ⻄ 健 介  
 
 特 定 非 営 利 活 動 法 人 森 を 再 生 す る 会 の 総 会 の ご 開 催 を 心 よ り お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。
⻑ 引 く コ ロ ナ 禍 の 下 で の ご 活 躍 は ご 苦 労 も 多 い と 思 い ま す が 、 皆 様 の 水 源 の 森 を 守 ろ
う ！ 取 り 戻 そ う ！ と い う 熱 い 思 い と 努 力 に 心 よ り 敬 意 を 表 し ま す 。  
 さ て 、温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 や 災 害 防 止 の た め 、2019 年 度 よ り 、森 林 整 備 に 充 て
る 森 林 環 境 税 が 導 入 さ れ ま し た 。  
 と こ ろ が 、 森 林 環 境 贈 与 税 の 配 分 基 準 に は 、 私 有 林 人 口 面 積 や 林 業 就 労 者 の 数 だ け
で は な く 、 人 口 割 が 加 味 さ れ る た め 、 例 え ば 、 私 有 林 人 口 林 面 積 が ゼ ロ の 東 京 都 世 田
谷 区 に も 約 1710 万 円 が 配 分 さ れ る こ と に な っ て い ま す 。  
 そ こ で 、 広 大 な 森 林 を 抱 え る 地 方 か ら は 、 配 分 基 準 の 見 直 し を 求 め る 声 が 上 が っ て
い ま す 。 確 か に 、 人 口 割 の 見 直 し も 必 要 だ と 考 え ま す が 、 森 林 の な い 都 市 部 で あ っ て
も 使 途 を 工 夫 す る こ と で 森 林 整 備 に 寄 与 す る こ と も 可 能 で は な い か と 考 え ま す 。  
 国 産 材 を 公 共 施 設 の 建 築 に 使 用 す る こ と な ど は す で に 多 く の 自 治 体 で 行 わ れ て い ま
す が 、 も っ と ス ト レ ー ト な 貢 献 の 仕 方 と し て 、 水 源 林 を 購 入 す る 財 源 と し て 森 林 環 境
贈 与 税 を あ て て は ど う だ ろ う か 。 以 前 、 林 野 庁 に 確 認 し ま し た が 、 問 題 な い と い う 見
解 で し た 。  
 こ の 点 、 私 は 、 森 を 再 生 す る 会 が 矢 作 川 の 水 源 林 を 購 入 す る 取 り 組 み を 続 け て い る
こ と は 大 変 意 義 深 い こ と だ と 思 っ て い ま す 。 安 城 市 は 、 山 の な い 自 治 体 で す が 、 明 治
用 水 に よ っ て 発 展 し た ま ち で す 。そ の 明 治 用 水 は 、「 水 を 使 う 者 は 自 ら 水 を つ く れ 」と
い う 岡 田 菊 次 郎 翁 の 言 葉 に 従 い 、 水 源 林 を 保 有 ・ 管 理 し て い ま す 。 安 城 市 は 、 森 林 環
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境 贈 与 税 を 水 源 林 の 購 入 ・ 管 理 に 積 極 的 に 使 用 す べ き と 考 え ま す 。  
 水 源 林 を 保 有 ・ 管 理 す る こ と で 、 見 学 ツ ア ー や 間 伐 ボ ラ ン テ ィ ア を 通 じ て 、 水 源 地
と の 交 流 を 行 う な ど 、 市 ⺠ や ⼦ ど も た ち に 、 水 や 自 然 の 大 切 さ を 考 え る 機 会 を 提 供 す
る こ と も で き ま す 。  
 実 は 、 自 治 体 が 他 の 自 治 体 に あ る 水 源 林 を 保 有 ・ 管 理 す る こ と 自 体 は 新 し い こ と で
も 奇 異 な 発 想 で も あ り ま せ ん 。「 憲 政 の 神 様 」と 呼 ば れ る 尾 崎 幸 雄 翁 は 、新 た に 水 源 を
確 保 す る た め に 、⻑ 期 的 な 水 源 林 の 涵 養 を 思 い 立 ち 、1906 年 、多 摩 川 水 源 林 の 調 査 に
着 手 し 、 東 京 市 （ 当 時 ） は 水 源 林 経 営 に 乗 り 出 し ま し た 。 現 在 も 、 東 京 都 は 、 奥 多 摩
町 、山 梨 県 の 小 菅 村 、丹 波 山 村 及 び 甲 州 市 に ま た が る 約 24000ha の 水 道 水 源 林 を 保 有
・ 管 理 し て い ま す 。  
 100 年 以 上 前 に 先 人 が 行 っ た こ と に 学 び 、 私 た ち は 、 100 年 後 の ⼦ 孫 た ち の た め に
木 を 植 え る こ と を 考 え る べ き だ と 思 い ま す 。  

ナショナル・トラストとは  

ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト 運 動 は 、 自 然 環 境 な ど を 無 理 な 開 発 に よ り 環 境 破 壊 か ら 守 る
た め 、 市 ⺠ 活 動 等 に よ っ て 買 い 取 っ た り 、 自 治 体 に 買 い 上 げ と 保 全 を 求 め た り す る 活
動 の こ と を 言 い ま す 。  

歴 史 は 古 く 、1895 年 に イ ギ リ ス で 設 立 さ れ た ボ ラ ン テ ィ ア 団 体「 ナ シ ョ ナ ル・ト ラ
ス ト 」 に よ っ て 行 わ れ た 活 動 を 原 型 と し て 世 界 中 に 広 が り ま し た 。  

日 本 で も 各 地 で 自 然 を 守 る た め の ト ラ ス ト 活 動 は 行 わ れ て い ま す 。 公 益 財 団 法 人 奥
山 保 全 ト ラ ス ト は 、 日 本 熊 森 協 会 の 姉 妹 団 体 と し て ２ ０ ０ ６ 年 に 設 立 さ れ ま し た 。  

か つ て 日 本 の 奥 山 に は 多 種 多 様 な 生 物 に あ ふ れ た 鬱 蒼 と し た 森 が 広 が っ て い ま し
た 。 私 達 の 祖 先 が 「 奥 山 」 と し て 大 切 に 守 っ て き た そ の 森 は 、 戦 後 数 十 年 の 間 に 、 開
発 や ス ギ ・ ヒ ノ キ の 拡 大 造 林 の た め に そ の 多 く が 失 わ れ て し ま い ま し た 。  

奥 山 保 全 ト ラ ス ト は 、「 多 種 多 様 な 生 物 か ら な る 奥 山 水 源 域 の 天 然 林 が 開 発 さ れ る
こ と の な い よ う 、 市 ⺠ が 寄 付 を 出 し 合 い 買 い 取 り 、 保 全 す る 」 と い う ト ラ ス ト 運 動 を
目 的 と し て 、 水 源 の 森 の ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト 、 そ し て 野 生 動 植 物 の 調 査 や 保 全 活 動
を 行 っ て い ま す 。  

現 在 の 総 購 入 面 積 は ２ ３ ４ ６ ha。 全 国 に 19 か 所 の ト ラ ス ト 地 が あ り ま す 。  
愛知県初のトラスト地  

２ ０ ２ ０ 年 9 月 、愛 知 県 初 の ト ラ ス ト 地 を 、北 設 楽 郡 東 栄 町 に ５ ６ ．６ ８ ha 取 得 す
る こ と が で き ま し た 。  

東 栄 町 は 愛 知 県 の 北 東 部 に 位 置 し 、 700 年 続 く 「 花 祭 」 と 呼 ば れ る 霜 月 神 楽 の 伝 統
芸 能 が 残 る 自 然 と ⽂ 化 が 豊 か な 町 で す 。 購 入 し た 山 地 は 天 ⻯ 川 の 源 流 域 に あ り ま す 。  

水源の森の永久保存を目指して 
平 ⼦ 恵 美 （ ⼀ 般 財 団 法 人 日 本 熊 森 協 会 愛 知 県 ⽀ 部 ⻑ ）  



-4- 

私 が 日 本 熊 森 協 会 の 愛 知 県 ⽀ 部 ⻑ に 就 任 し て か ら よ う や く 1 年 が 経 ち ま し た 。最 初
か ら 県 内 に フ ィ ー ル ド を 持 ち た い と 思 っ て い ま し た の で 、積 極 的 に 山 間 部 に 足 を 運 び 、
熊 森 の 活 動 と ト ラ ス ト の 活 動 の 説 明 を し な が ら 少 し ず つ 地 元 の 方 と の 繋 が り を 作 っ て
き ま し た 。 そ の 中 で 知 り 合 っ た 方 が 今 回 の 山 の 情 報 を く だ さ い ま し た 。  

ト ラ ス ト 地 と し て 私 達 が 取 得 さ せ て い た だ い た 場 所 は 、 以 前 、 電 力 会 社 が 購 入 す る
計 画 も あ っ た の だ そ う で す 。 紆 余 曲 折 を 経 て 私 達 の と こ ろ に ご 縁 が 舞 い 込 ん で き た こ
と は 本 当 に 運 が 良 か っ た と 思 っ て い ま す 。  

9 月 に 購 入 が 正 式 に 決 ま り 、10 月 2 日 に 愛 知 県 庁 で 記 者 会 見 を 行 い 、朝 日 新 聞 さ ん
に 記 事 を 書 い て も ら う こ と も で き ま し た 。11 月 末 に 、初 め て ⽀ 部 の 皆 さ ん と ト ラ ス ト
地 の 見 学 会 を 兼 ね て 山 の 作 業 を し て き ま し た 。  

現 地 は 自 然 林 が 約 ６ ０ ％ 、 人 工 林 ・ 地 肌 露 出 地 帯 が 各 ５ ％ ず つ で 、 残 り 約 ２ ０ ％ の
皆 伐 跡 地 に は 元 の 山 主 さ ん 時 代 に 、 森 林 組 合 さ ん の 研 修 の た め ４ ２ ０ ０ 本 の 広 葉 樹 が
植 樹 さ れ て お り 、 天 然 更 新 も 始 ま っ て い ま し た 。  

今 回 は 、 植 樹 さ れ た 際 に 取 り 付 け ら れ た 防 護 ネ ッ ト 外 し を 行 い ま し た 。  
8 年 た っ て 成 ⻑ し た 木 が ネ ッ ト に 食 い 込 み 始 め て い た の で 、 こ の ま ま で は 育 っ て い き
ま せ ん 。た だ 、急 斜 面 に 植 え ら れ た ネ ッ ト を 外 す の は 至 難 の 業 。今 ま で 2 回 現 地 で 作
業 を し ま し た が 、人 海 戦 術 で 外 せ た ネ ッ ト は 254 本 。先 は ⻑ い で す が 、で き る と こ ろ
は 自 分 た ち で 、 も ち ろ ん プ ロ の 力 も 借 り な が ら 、 作 業 を 通 じ て 山 の 様 ⼦ を 知 っ て い こ
う と 思 っ て い ま す 。  

ま た 、 東 栄 町 と ご 縁 が で き た こ と で 、 住 ⺠ の 方 々 と 仲 良 く さ せ て い た だ く 機 会 が 増
え ま し た 。 東 栄 町 役 場 を ご 訪 問 さ せ て い た だ き 、 町 ⻑ 、 副 町 ⻑ 、 市 議 の 方 々 に ご 挨 拶
を さ せ て い た だ く こ と も で き ま し た 。 今 後 は 山 間 部 と 都 市 部 を 繋 い で い く こ と も や っ
て い き な が ら 、 地 元 の 方 に も 喜 ん で い た だ け る よ う な お 付 き 合 い が で き た ら 、 と 思 っ
て い ま す 。  

愛 知 県 は ６ ６ ％ が 人 工 林 で 、全 国 3 位 。残 念 な が ら ク マ が 棲 め る 多 様 性 豊 か な 森 は
ほ と ん ど 残 さ れ て い ま せ ん 。  

皆 さ ん の お 力 を 借 り て 、 少 し で も 愛 知 県 に 生 態 系 豊 か な 森 を 再 生 す る お 手 伝 い が で
き た ら 、 と 思 っ て い ま す 。  
 

 

（ 聞 き 手 ： 松 永 純 一 ） 

 古井銀太郎さんは現在９１歳。今でも、私たちと一緒に山の間伐作業に行かれる。  

今回は、山への想いと、いつまでも元気な秘訣の一端をお聞き致しました。  

古井銀太郎さんの紹介  

昭和５年北設楽郡田口町で生まれ、富山村で２０歳まで生活。若い時の職業は山仕

事中心で、主に薪を作って生計を立てていたそうです。父親は、熟練の炭焼きさんで
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指導的な立場で活躍された方です。  

昭和２９年に安城市大山町（秋葉公園の近く）に引っ越して、６７年になる。家の

近くには秋葉公園があり、カエデ、アベマキ、アラカシ、ヤマモモ等約５０種類の樹

木があり、森の公園都市として、安城の誇りだと思っています。  

入会のきっかけ  

 布草履を安城学園の学生に教えていた時、坂田校長先生から、森を再生する会をた

ちあげるので参加しませんかと誘われてすぐ入会しました。  

植樹活動は段戸の西川から始まり、イベント時は当時毎回盛大に行われていたのが

懐かしく思っています。いつの日か、観察会等の機会があれば最初に植えた、栃の木

に感謝の気持ちを込めてがっちり握手したい想いです。  

今は年相応に  

私は道（林道）の草刈りを主に担当しており、草刈りは得意ですが山、田畑の草刈

りと違うのは岩石や石ころ等障害物が非常に多く、相当注意をして作業を行っていま

す。その為能率が悪く思うように事が出来ていません。  

現在の納庫の山のアクセスについて  

道中（林道）の道が悪くがけ崩れしそうな危険なところもあり運転する人は大変だ

と思う。町役場が定期的に巡回して補修していただければ有難い。  

どんな山になったらいいか  

納庫の山も立木を大胆に伐採して、雑木林中心の水源の森にして永久保存した山が

いいと思うが、しかしほんの少し高級材の候補の杉があります。（５本～１０本くらい）

これは将来も代々育成し、水源の森と合わせて宝の森にもなればいいと思っている。

春には新緑、秋には紅葉と気高き杉・桧の樹と調和のとれた美しい森になればと願っ

ています。  

実は、１０年くらい前に木曽の原生林を見に行ったことがあります。うっそうとし

た雑木林の中にポツン、ポツンとヒノキの大木が育ち水源の森となっていました。規

模こそ違えその光景は本会が目指す方針と合致するもので感慨深く見て参りました。  

現在国内には杉、ヒノキ等豊富な立木があります。売れない状況が続く中で質の良

い高級材は売れているようです。そんな中、以前所要で奥三河設楽町を訪問した際、

次のような話を聞きました。設楽町の県道２５７号線から山道を３Ｋほど入った山で、

戦後杉を植樹した山の持ち主が木を売ろうとしたが道路までの搬送に莫大な費用がか

かりほとんど金にならない為、売却を中止した。ところが山の尾根に代々残した１０

本程の杉の巨木が残っており、質の良い高級材と分かり高額で売却したとのこと。搬

送は材質保護の為、傷がつかないように、ヘリコプターで土場（トラックに積む集材

所）まで搬送した。（ヘリを使っても採算がとれた）。  

私も小さい山をもっていて奥深いところで環境がよく似ている。将来参考にしたい

と思っている。  

健康の秘訣は？  

  基本３食で、塩分控えめの食事をする。好きな食べ物は、魚類（特にイワシ・アジ
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の干し物は好物・肉、鳥のから揚げも好んで食す。）手作りゴーヤの佃煮（冷凍して年

間を通じて毎朝食べる）また、ゴーヤ、桃、ハチミツをミックスしたジュースを作る。

（夏場の健康に良く、冷凍保存して７月～１０月まで毎朝飲む）又、間食はしないが、

甘いお菓子は何でも食べ、時には辛いものも食べる。  

趣味（運動）は？  

 毎日の散歩（ウオーキング時は秋葉公園を３～５周を週２程度歩く）・野菜づくり

登山をグループ10人程度で毎月３～４回行く。（三ヶ根山、茶臼山、猿投山など１000

メートル前後の山）。 

いろいろとお話をお聞きいたしました。まだまだ、生き生きとされたお姿から１０

０歳までは元気で山に参加されると感じました。古井銀太郎さんありがとうございま

した。                            

 

 

    森を再生する会に参加して    

             加藤由紀子       

３月中旬より毎朝、我が家の庭に鶯が鳴く練習に来ています。その成長を楽しむと

ともに心を和ませてくれています。草取り、剪定等、手入れは大変ですが酸素の恩恵

と緑の癒しを頂けます。  

‘‘森を再生 ‘‘とは？から入会して２０年、段戸山、作手、納庫、の山々へ行き暗い森

の針葉樹を間伐して広葉樹を植樹する。日差しの入る豊かな森へ再生する。その根本

は、私達の未来の人々への贈り物、水源の森の保持です。  

作業日は森林浴を一杯浴びて、ほどよい疲れの帰宅。でも皆と一緒に笑い達成感が

あり心は、ほっこりです。  

植樹祭、観察会に家族も参加させてもらい、太っている主人が段差で「おーい手を

引っ張ってくれ」と無理を言いご迷惑をかけた事、孫の頭に蜂が刺しバタバタした事、

現状の森の講演又豚汁、猪汁、五平餅等美味しかったです。 

植樹した苗木が食害にあい全滅した木々、老齢化による作業力低下等、次々と難問は

発生しますがくじけずに吉野先生、熊森教会の皆さんとも協力して森を守りたいと思

います。 

コロナウイルスが蔓延して１年、人と人との繋がりが薄くなりつつあります。今出

来る事を１つずつそして未来の為に協力しあいましょう。 

マザーテレサの言葉 

あなたの中の最良のものを世に与えなさい。けり返されるかもしれません、でも気

にすることなく最良のものを与え続けなさい。 
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汐満健一さんのつぶやきに他の会員の方がリレーして

くれました。 

●この原稿を書いている３月は、過去の植林政策の誤りを怒りとともに実感する季節です。

ヘックション！駄文ですみません。―汐満健一 

●昭和 32 年から始まった拡大造林政策のことですよね。 

スギ・ヒノキの放置林はそのころ植えられたものですね。今や手遅れ！病気になりそう。  

アーメン。―神谷輝幸 

●先日、久々に千年の森に行ってきました。緑が芽吹き、ウグイスが鳴きはじめ清々しい一

日を過ごしました。やっぱり広葉樹の森は最高。皆さんも一度訪ねてみてはいかがですか。

ヤッホー！―松永純一 

●間伐をしっかりやって、広葉樹と針葉樹が混ざった森になっていればネェ―！早く気が

付いて実行した伊勢神宮はえらい！―古井銀太郎 

●行政の人、山を見なくて、森林環境税が正しく使われますかねえ―。見てますよ―。 

山は荒れて、手遅れなんですけど。山崩れが起きても知りませんよ。―平岩かず子 

●森の大切さを知って行動する人が増えれば行政も動くかも？？？？？？―都築トヨ 

●最近よく耳にする SDGｓ、森に入って活動することですよね。―鈴木まり子 

 

 

 

 

  

  

             

 

 スケッパーを間伐材で作ってみました！ 

軽く、手にフィットし、木の良さが感じられますよ！ 

定番の使い方は、生地の分割。生地離れが良い。スパッと!生地への衝撃もソフトになります

♪ 

エコきち「イチゴ大福講座」で使って好評でした。  

エコきち10周年イベントでは、ヒノキの間伐材でコースターを作りました。 

会員の田中正夫様が、エコきちの木のおもちゃの部品を制作してくれました。  

間伐材を役立てています。  

 

チャレンジ！ 
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①5月23（日）下草刈り （作手小河さんの山） 
 
②６月５日（土） 下草刈り （作手小河さんの山） 
 
③６月６日（日） 植樹 （作手小河さんの山） 

 
④７月25日（日） 「面の木峠」自然観察会  (設楽町) 

 
⑤８月７日（土） 巻き枯らし間伐 （納庫水源の森） 

 
⑥９月２６日（日） 間伐 （納庫水源の森）     

 
⑦１０月24日（日） 植樹＆獣害防止ネット設置  

（納庫水源の森） 
   

⑧１１月28日（日） 間伐 （納庫水源の森） 
 
 

 ※集合８：００、歴史博物館駐車場 
④のマイクロバスはJA安祥支店 
 

※コロナウイルスの状況で、計画が変更になる場合があり
ます。 

 ※出発時健康チェックを実施します。 

 
令和３年度 水源の森づくり活動計画 

 

訃 報 会員の神谷 守様、稲垣博一様が逝去されました。会の発展のた

めに、御尽力戴きましたお二人に厚く感謝し、心よりご冥福をお祈りいたしま

す。ありがとうございました。 

 

☆令和元年度 ＮＰＯ森を再生する会へ寄付をいただいた方☆  

 

遠山松枝様、平子恵美様、小島祥次様、中嶋恭士様  

 

※山を購入する資金として積み立ててまいります。ありがとうございま
した。  

 


